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令和８年１０月８日 

土木部地域交通課 

 

評価検証について 

 

評価指標 

本実証運行について、「地域公共交通に関する課題への対応」、「持続可能性」、

「運行内容の妥当性」等の評価指標を踏まえて、ＡＩデマンド交通の有効性

など総合的な評価検証を行う。 

 

評価指標 主な評価項目 検証項目 調査方法 

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る 

課
題
へ
の
対
応 

① 公共交通

サービス圏

域外エリア

カバー率 

② 移動支援貢

献度 

③ 移動が不便

と感じる人

の割合 

・ 公共交通サービス圏域外※１エリ

アの減少度及び減少率 

・ 高齢者、子育て世帯等の利用率 

・ リピート率 

※１ 公共交通サービス圏域：駅から５

００ｍ、バス停留所から２００ｍの

範囲 

・利用実績 

・住民アン

ケート 

持
続 

可
能
性 

④ 利用者数 

⑤ 収支率 

・ 利用者数 

・ 収支率 
・利用実績 

運
行
内
容
の
妥
当
性 

⑥ 利用者の満

足度 

⑦ 運行改善余

地 

⑧ 他手法への

代替性の検

証 

⑨ 乗合発生時

の利用状況

及び意見 

⑩ 認知度 

・ 利用満足度 

・ デマンド交通の利用による行動

変化（外出頻度の増加数） 

・ デマンド交通を利用しない理由 

・ デマンド交通を利用しない人の

事業改善による今後の利用意向 

・ １人当たりの運行経費により、

タクシー補助等との他手法との

比較検討 

・ 乗合率 

・ デマンド交通が移動手段として

認知され、定着している割合 

・利用実績 

・利用者アン

ケート 

・住民アン

ケート 

そ
の
他 

⑪ システム・

運行事業者

側の意見 

⑫ 他交通機関

への影響度 

 事業者評価 

 既存交通との競合率 

・利用実績 

・利用者アン

ケート 

・事業者ヒア

リング 
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地域公共交通に関する課題への対応 

① 公共交通サービス圏域外エリアカバー率 

・運行地域の公共交通サービス圏域外エリア面積減少度及び減少率 

現状（運行開始前）：０.３１６㎢ 

（運行区域面積：２.７２㎢のうち約１２％） 

デマンド交通の乗降スポットをバス停留所同等とみなし、乗降スポット

から２００ｍのエリアを公共交通サービス圏域として考える。 

今後のスポットの変更等も考慮し、運行開始後のスポット位置で評価 

 

② 移動支援貢献度 

・高齢者、子育て世帯、障害者等の利用率を評価 

・公共交通サービス圏域外エリアからの利用（バス停から２００ｍ以上離

れた乗降スポット）や福祉施設（病院等）付近スポットの利用回数より

評価 

・リピート率：地域の足としての定着度を評価 

 

③ 移動が不便と感じる人の割合 

（参考）南砂地域における令和５年度に実施した公共交通に関するアン

ケートにおいて、「移動が不便と感じる」と回答した人の割合 

６０代以上 未就学児同居世帯 

２９.４％ ６８.６％ 

※なお、本指標は実証運行開始前と実証運行終了前に実施する住民アンケー

トの数値を比較する。 
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持続可能性 

④ 利用者数 

実証期間における１日当たりの平均利用者数を評価する。 

（参考）東京２３区におけるＡＩデマンド交通実証運行の１日あたりの平

均利用者数（各区の法定会議資料より） 

自治体名（集計期間） 利用者数（人または件）／日 

 世田谷区（R7.10.1～12.31） ３７人     

練 馬 区（R7.10.1～12.31） ２３．７人     

港 区（R7.10.1～11.30） １６．８人※１     

杉 並 区（R7.10.1～12.31） １５．２人     

品 川 区（ R7.7.9～ 12.31） 約１２人     

新 宿 区（R6.11.21～R7.3.7） ３．８人     

足 立 区（ R7.8.5～ 12.18） １５．５件※２     

※１ １０月実績５７１人、１１月実績４５９人から運行日数を割り出して

算出し、未就学児除く。 

※２ 足立区は同乗者数を反映しない件数指標となっている。 

 

実証運行にあたり、以下のとおり目標等を設定する。 

 

⑤ 収支率 

実証期間の月間収支率 

  

抜本的見直し

平均利用者数
15人程度／日

状況に応じた改善策

平均利用者数
30人程度／日

実証運行目標

平均利用者数
45人程度／日
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運行内容の妥当性 

⑥ 利用者の満足度 

利用者アンケートを実施し、その結果を評価する。 

【アンケート項目（案）】 

全体としての満足度 デマンド交通利用全体の満足度 

リピート利用意向率 
利用者目線での移動手段としての定着

見込み 

目的地への所要時間短縮 バス移動と比較した際の移動短縮効果 

通院の負担軽減 通院負担軽減効果 

日常の移動利便性向上 利用者目線での移動利便性の向上 

外出頻度の増加 
地域の健康増進やコミュニティへの参

加 

家族の送迎負担軽減 子育て目線の負担軽減 

乗合発生時の意見 乗合発生時の利用状況や意見 

有効性 他交通手段との比較 

 

⑦ 運行改善余地 

利用実績を分析し、利用が少ない曜日や時間帯の有無を把握するととも

に、効率的な運行方法を検討する。 

・住民アンケートによるデマンド交通への意識調査 

デマンド交通の認知度：今後のＰＲによる利用拡大見込を評価 

デマンド交通を利用しない理由：運行改善による利用拡大見込を評価 

 

⑧ 他手法への代替性の検証 

利用者１人あたりの運行経費により評価する。 

タクシー補助やコミュニティバスといった他手法との比較検討によるデ

マンド交通の優位性の有無を評価する。 

 

⑨ 乗合発生時の利用状況及び意見 

１乗車あたり他の利用者と乗合となった移動の割合により評価する。 

ＡＩデマンド交通により利用者需要が集約され、個別的な輸送ではなく

乗合となる輸送が実現されているかを評価する。 
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⑩ 認知度 

運行区域内の住民アンケートにより、デマンド交通がどの程度、移動手段

として認知され、定着しているのかを評価する。 

 

その他 

⑪ システム・運行事業者側の意見 

運行スキームや事業継続性等について事業者から意見を聴取し、今後の

検討の参考とする。 

 

⑫ 他交通機関への影響度 

都営バス路線網を補完する地域交通として、既存バス路線への影響を検

証する。 

 

 

 

評価項目①～⑫を総合的に評価し、今後の運行について検討する。 


